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『効果的な広報の展開』
事業内容について



横浜みどりアップ計画 ［2019‐2023］の柱

取組の柱１

市民とともに次世代につなぐ森を育む

取組の柱２

市民が身近に農を感じる場をつくる

取組の柱３

市民が実感できる緑や花をつくる

効
果
的
な
広
報
の
展
開

～みんなで育む みどり豊かな美しい街 横浜～

計画の理念

市民認知度の調査

Q.「横浜みどりアップ計画」をご存知ですか？

知っている※

計画を知っている割合は４割台で推移

認知度調査の概要
１）調査目的：

「横浜みどりアップ計画」及び「横浜みどり税」を市民の皆様に知って
いただくための広報の方法や、市民の皆様の緑の取組への関心を検証し、今後
の取組及びその広報を検討する基礎資料とすることを目的に本調査を実施

２）調査対象：市民 5,000人
（住民基本台帳から無作為に抽出した満20歳以上の市民）

３）実施期間：平成30年11月1日～22日
４）調査方法：郵送配布、郵送回収
５）回収数： 1,476票（回収率29.5%）

※「知っている」は「取組内容を知っている」「あることを知っている」「名称を見たことや聞いたことがある」の合計



市民認知度の調査

Q.「横浜みどりアップ計画」をご存知ですか？（年代別）

＜若年層＞

＜高年層＞

計画を知っている割合は高年層で高く、若年層で低い傾向が続いている

知っている 知らなかった 無回答

市民認知度の調査

Q普段どのように情報を入手するか（年代別）
どの世代でも、広報よこはまが多いが、年代で傾向に差がでる

20代は「交通広告」が多く、60代から70代は「自治会・町内会の回覧」
が多い

6

交通広告39.8％
自治会等での回覧 約46％

平成30年度調査結果



効果的な広報の展開

計画を知
っている

計画を
知らない

緑の取組
への参加

低い Ｃ．ファミリー層
・20〜40代
・地産の野菜の購入（男女）
・収穫体験や食のイベントに興味（男女）
・森の散策、農体験に興味（男）

Ｄ．若年層 （学生）
・10〜30代
・計画を知らない人が多い
・知っていると回答した人の中で計画
内容までしってとの回答が多い。

・教育との連携を効果的な広報手法
とする人が多い。

A ．非認知層
・20〜30代
・森の散策、ウォーキングに関心
・地産の野菜の購入にも関心

出典：
「平成28年度横浜みどりアップ計画や横浜みどり税の広報に関する調査」

緑の取組
への参加

Ｂ .認知層
・50〜70代

・森の散策（男女）、地域の花壇植物の手入れ
を実施（男）
・収穫体験や食のイベントに興味（男女）
・地域の花壇、植物の手入れに関心（女）

取組の内容や実績について、より多く
の市民・事業者に理解されるとともに、
緑を楽しみ、緑に関わる活動に参加し
ていただけるよう、戦略的な広報を展開
します。

効果的な広報の展開



29 市民の理解を広げる広報の展開事業1

具体的な取組

広報誌等

・広報よこはま等の広報紙への記事掲載
・実績リーフレット作成、自治会・町内会への説明や回覧

各種メディア

・広告、動画等の各種メディアを活用したPR
・ホームページの充実
・メールマガジンやソーシャルメディア等による情報発信

イベント

・緑に関するイベントでのPR

その他

・取組に基づいて実施したことを示す現地掲示（プレート）
・財政局との連携

29 広報紙等―広報よこはまの広報誌への記事掲載―1

広報よこはま市版（10月）の紙面



29 広報紙等―実績・概要リーフレットの作成・配布―２

５か年の実績概要リーフレット

・５か年実績概要リーフレットの作成・配布（11万部）
・自治会・町内会での回覧（6月）

各種メディア―ＰＲ動画の活用―

・ プロモーションCM・アニメーションをイベント等での放映

３

日産スタジアムでのPR動画放映



各種メディア―ＰＲ動画の活用―

・HAG横浜賞によるアニメーション制作・放映（H28～30）

･H30年度の募集テーマ：「横浜農場」
･イオンシネマ（首都圏26館）での放映（10月～12月）

４

HAG2018 横浜賞作品

各種メディア―交通広告の活用―５

交通広告（東急東横線）

・様々な広告媒体を使い広報（５月）
・マスコットキャラクターも利用し広く周知

バスへのステッカー掲出（市営バス）



各種メディア―ホームページの充実―６

交通広告（横浜駅）

・横浜市ホームページの情報を充実させる
また、見やすいよう改善していく

各種メディア
―メールマガジンやソーシャルメディア等による情報発信―

７

・取組内容、実績などをソーシャルメディア等を活用し広報



イベント―緑に関するイベントでのＰＲ―

・緑の関係のイベントにて、パネル展示や
ワークショップなどを通じ取組・実績をＰＲ

８

農と緑のふれあい祭り 緑化フェア（赤レンガ倉庫）

・市民の森の案内看板等にロゴマークのステッカーを貼付

29 その他―取組に基づいて実施したことを示す現地表示―９

市民の森の案内看板での現地表示（イメージ）



29 その他―取組に基づいて実施したことを示す現地表示―10

・シンボル緑化事業で整備した公園での現地表示

最戸町一丁目公園（港南区）

29 その他―取組に基づいて実施したことを示す現地表示―11

・横浜みどりアップ計画実施箇所での現地表示

里山ガーデン（旭区）



29 その他―取組に基づいて実施したことを示す現地表示―12

・横浜みどりアップ計画工事実施場所での現地表示（工事看板）

29 その他―取組に基づいて実施したことを示す現地表示―13

・横浜みどりアップ計画工事実施場所での現地表示（仮囲い）

阿久和富士見小金台公園（瀬谷区）



その他―財政局との連携―14

・財政局と連携し、みどり税と合わせて広報

固定資産税納税通知書発送用封筒

横浜みどり税のチラシ

その他―財政局との連携―15

〇掲出期間：令和元年５月17日～８月８日

〇掲出内容：
横浜市では、緑を守り作り育むための財源として、市民の皆様
に「横浜みどり税」を年間900円ご負担いただいております。

市営地下鉄ドア上LED広告



ご清聴ありがとうございました


